
平成２９年 ６月７日（水）№５
校 長 林 弘 美

重点目標 基本的な学習習慣を身につけ、生き生きと目標に向かって努力する子どもの育成

５月２０日晴天のもと、上遠野小大
運動会が行われました。入学して間も
ない１年生も立派です。上級生の仕事
ぶりにも感心しました。元気いっぱい
児童のがんばりと笑顔が校庭にあふれ
た１日でした。早朝より最後まで、PTA
のご協力、ありがとうございました。

式台は用務員の室井さ
んと教頭先生、岡部先
生が白く塗ってくれま
した。新品のよう。

大将の対決！

１年生入場上級生の鼓笛隊はあこがれです。

かわいい

玉入れ

女の戦い！

紅白リレーの

選手達です。

力を合わせて綱引き

PTAの皆さんも楽しそう



５月３０日（火）には、５･
６年生によるプール清掃が行わ
れました。９ヶ月あまり使われ
なかったプールも、児童のおか
げできれいになりました。まも
なくプールの授業が開始されま
す。事故の無いように、十分気
をつけていきたいと思います。

排水溝の安全確認

６月４日（日）には、いわき市市営陸上競技場で日清カップいわき地区予選
会が行われ、本校からも５･６年生の希望者が参加し、それぞれに陸上競技に挑
戦しました。その中で５年 加藤篤志 君が１００ｍ走第１位となりました。６
年 生天目優 君はジャベリックボール投げで第７位となり、この２人は７月の
県大会に出場します。参加することに意義がある！参加者全員素晴らしい挑戦
です。入賞に今一歩、惜しかった児童もたくさんいました。
２人は県大会でもがんばってください。

特別支援教育 その２
「合理的配慮」について
３人が台に上がって野球の試合を見ています。

平 等 公 平

平成２９年度 上遠野小学校 評議員

○ 秋元 拓也 様 （上遠野中学校長）
○ 佐藤不二夫 様 （遠野支所長）
○ 蛭田 祥久 様 （遠野公民館長）
○ 生田目三雄 様 （防犯協会副会長 他）
○ 佐竹 宗徳 様 （上遠野小 PTA 会長）

人が乗っている台を「配慮」と考えます。
全員に同じ質・量を用意するという意味では、同じ高さの台を用

意することが「平等」なのかもしれません。しかし、個々の特
別なニーズ（ここでは身長差）には配慮されていません。試合
を見ることを「教育」と考えると、ここで言う同じ高さの台の
「平等」ではともに学ぶ（試合を見る）ことはできません。それ
ぞれの身長に見合った高さの台、すなわち「公平」な配慮が
共に学ぶための「合理的配慮」となります。
共生社会においては、「公平」の考え方をみんなでともに

考えて実行していくことが必要です。これは社会における全て
の人にかかわることです。

学校で取り組む特別支援教育やインクルーシブ教育システム、合理的配慮についてお伝えしましたが、これは、特
別な子供にだけ必要なことではありません。児童全員が学校でこの考え方を学び、お互いに思いやったり優しくされた
り、助けてもらったり助けたり、ちょっとした気遣い､配慮ができるようになったりしながら成長します。
この教育は、教育の原点であると思っています。
保護者の皆様にも、このような視点で子供達を見つめていただければと思います。

学校では、児童の実態を的確に把握し、児童の教育的ニー

ズに合わせた「合理的配慮」を行うことになっています。

学校評議員は、いわき市教育委員会から委嘱さ
れ、地域に開かれた学校作りを推進するため、また学
校と家庭や地域が連携協力するために、学校の教育
活動に対してご意見、アドバイスをいただいたり、相談
したりする機関です。
今年度１年間よろしくお願いいたします。

教頭先生、前田先生、

大平先生が、上遠野小

の活躍がすごかったと

言っていました。




